
歳　入
４56億
5,600万円

市税　38.5％（2.1％増）
175億7,396万7千円
市民税、固定資産税、
都市計画税、市たばこ税、
軽自動車税

都支出金　16.3％（2.4％増）
74億1,790万1千円
特定の事業に対し、都から
交付される負担金・補助金など

地方交付税　8.9％（19.6％増）
40億4,500万円
地方団体間の財源の
格差を調整するために
国から配分されるお金

国庫支出金　19.7％（0.7％減）
90億781万3千円
特定の事業に対し、国から交付
される負担金・補助金など

地方消費税交付金　5.9％（17.0％増）
27億1,400万円
国勢調査による市の人口と
統計（小売年間販売額など）
による市内の従業員数に応
じて都から交付されるお金

繰入金　1.9％（49.1％減）
8億6,739万円
事業のために基金から
取り崩すお金

市債　2.8％（22.1％減）
12億8,911万2千円
学校や道路の整備の
ために借り入れるお金

その他　6.0％（12.1％増）
27億4,081万7千円
地方譲与税、利子割交付金、
地方特例交付金、使用料お
よび手数料など

歳　出
４56億
5,600万円

民生費　55.4％（1.4％増）
252億9,794万2千円
障害者福祉、児童福祉、
高齢者福祉、生活保護、
健康・医療などの事業の経費

総務費　8.9％（3.0％増）
40億6,758万5千円
財産管理、人事、徴税、
戸籍住民基本台帳、選挙、
統計調査など、他に分類
されない事業の経費

衛生費　7.3％（10.1％減）
33億4,858万3千円
保健衛生、公害対策、
ごみ処理などの事業の経費

土木費　9.7％（3.5％減）
44億2,091万5千円
都市計画、道路、公園などの
事業の経費

教育費　9.2％（17.3％増）
42億665万3千円
学校教育、生涯学習、スポー
ツ振興などの事業の経費

公債費　4.8％（1.4％増）
21億6,780万6千円
市の借金（市債）の返済や
一時的な借り入れをした場
合の利子支払いの経費

消防費　3.4％（1.3％減）
15億3,968万9千円
消防、救急などの事業の経費

その他　1.3％（12.0％増）
6億682万7千円
議会費、労働費、農林業費、
商工費、予備費

　市議会第 １回定例会において、 ５年度予算が審議され、原案の
とおり成立しました。それぞれの予算書は市nでご覧になれます。
l財政課☎０４２・４７０・７７０６
	 （この記事は 2面に続きます）

５年度の予算が成立しました５年度の予算が成立しました

会計 令和５年度 令和４年度 増減率

一般会計 456億5,600万円 450億3,600万円 1．4％

国民健康保険
特別会計 120億5,727万9千円 118億9,243万3千円 1．4％

後期高齢者医療
特別会計 37億1,686万3千円 35億7,026万円 4．1％

介護保険特別会計 107億9,440万4千円 105億5,770万7千円 2．2％

合計 722億2,454万6千円 710億5,640万円 1．6％

下水道事業会計
収支 令和５年度 令和４年度 増減率

収益的収支（収入） 23億2,888万3千円 23億7，576万８千円 △2．0％

収益的収支（支出） 22億7,518万9千円 22億9，370万9千円 △0．8％

資本的収支（収入） 13億7,469万6千円 11億141万８千円 24．8％

資本的収支（支出） 21億6,803万7千円 18億9，196万５千円 14．6％

　一般会計予算は、総額で４５６億５，６００万円（前年度比 ６億２，０００万円、１．４％の増）となりました。主な増加要因
として、障害福祉サービス費などの民生費の増加や、大規模・中規模改造工事費などの教育費の増加などが挙
げられます。
　一般会計に ３特別会計（国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険）を合わせた総額では、７２２億２，４５４万 ６ 千
円（前年度比１１億６，８１４万 ６ 千円、１．６％の増）となりました。下水道事業会計は、収益的収支のうち、収入が
２３億２，８８８万 ３ 千円、支出が２２億７，５１８万 ９ 千円、資本的収支のうち、収入が１３億７，４６９万 ６ 千円、支出が
２１億６，８０３万 ７ 千円となりました。

５ 年度
東久留米市
当初予算

　歳入の根幹である市税は、所得割の増な
どによる個人市民税の増加や、企業収益の
増による法人市民税の増加などにより、市
税全体で１７５億７，３９６万 ７ 千円（前年度比
３ 億６，１０３万 ９ 千円、２．１％の増）と見込ん
でいます。

歳入歳入

　 ５ 年度は、まちの将来像「みんないきい
き　活力あふれる　湧水のまち　東久留
米」の実現に向けて市政を前進させるとと
もに、次の５０年に向けての礎となる一歩を
踏み出すため、「未来志向の公共施設マネジ
メント」「人にやさしいデジタル化」「子ども
たちへの投資」の ３ 点を重点的に取り組む
事項とし、予算を措置しました。

歳出歳出

一般会計 ※�各項目に含まれる職員人件費の合計…４８億８，１７８万 ８ 千円
� （前年度比３．４％減）

市n

今号の主な内容

No. 1325

令和5年
（2023年）

4／15 号
・あなたとつくるまちのミライ　vol.５…………… ３面

・新型コロナウイルスワクチン関連情報…………… ４面

・「空き家バンク」を開設しました…………………… ７面

・男女共同参画情報誌「ときめき」第６９号を発行しました…１０面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち

〒203-8555�東久留米市本町３-３-１　☎042・470・7777（代）� https://www.city.higashikurume.lg.jp/
発行／東久留米市　　編集／企画経営室秘書広報課　　　　　　■東久留米市ホームページ
毎月１日・１５日発行

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。



　
令
和
５
年
第
１
回

市
議
会
定
例
会
が
３

月
２７
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。
本
定
例
会
で

は
、
初
日
に
令
和
５

年
度
施
政
方
針
、
そ

の
後
各
会
派
か
ら
総

括
質
疑
、
そ
し
て
令

和
５
年
度
当
初
予
算

に
関
し
て
慎
重
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
原
油
価
格
、
物
価
高
騰
等
の
影
響

か
ら
引
き
続
き
厳
し
い
予
算
編
成
で
し
た
が
、
財
政
調

整
基
金
の
投
入
や
市
債
発
行
も
抑
制
で
き
た
予
算
案
を

提
案
し
、
可
決
成
立
い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物
価
高
騰
等
へ
の
対
策
と
し
て
、

今
年
の
秋
頃
か
ら
の
下
水
道
使
用
料（
基
本
料
金
）の
減

免
や
学
校
等
へ
の
給
食
食
材
費
支
援
、
介
護
・
障
害
福

祉
施
設
へ
の
支
援
、
４
年
度
困
窮
世
帯
受
験
生
へ
の
支

援
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
継
続
し
て
国
か
ら
交
付
金
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
物
価
高
騰
等

の
影
響
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
々
へ
の
支
援
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
５
年
度
市
政
で
の
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
基
軸
に
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
関
し
て
は
市
役
所
本
庁
舎
に
て
太
陽
光
発
電
に
よ

る
非
常
用
電
源
設
備
が
稼
働
し
、
老
朽
化
で
多
く
の
課

題
を
抱
え
る「
未
来
志
向
の
公
共
施
設
の
考
え
方
」に
沿

っ
て
検
討
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
は
、

６
月
に
市
民
課
で「
書
か
な
い
窓
口
」が
ス
タ
ー
ト
し
、

財
務
会
計
の
電
子
決
裁
化
に
併
せ
て
電
子
請
求
シ
ス
テ

ム
導
入
へ
と
動
き
始
め
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資

で
は
、
全
小
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
機
設
置
、
第
一
小

学
校
の
ト
イ
レ
改
修
設
計
、
全
中
学
校
全
普
通
教
室
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応
、
不
登
校
対
策
の
充
実
、
南
町
公
園
の
更

な
る
改
善
、
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
の
導
入
な
ど
、
そ
の

他
に
も
多
く
の
事
業
に
着
手
し
、
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

　
こ
れ
ら
は
、
職
員
一
人
一
人
が
自
ら
考
え
、
工
夫
し
、

議
論
を
重
ね
て
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ（
業
務
改
革
）に
取
り
組
み
、

検
討
を
重
ね
た
結
果
で
す
。

　
令
和
４
年
度
で
私
が
進
め
る
政
策
の
土
台
作
り
が
で

き
ま
し
た
。
５
年
度
は
市
民
の
皆
様
に
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
少
し
で
も
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市長

至誠
　通天

てんつう

せいし

基本目標ごとの新規事業・拡大事業など
市n

５ 年度に予定している主な事業を、東久留米市第 ５次長期総合計画における基本目標ごとに記載しています。詳細は市nをご覧ください。
〔重点〕は重点事項に係る事業、〔新規〕は新規事業、〔拡充〕は拡充事業、〔継続〕は継続事業です。

新 規�都市公園ストックマネジメント検討
予 算 額４７４万 ６ 千円
　約１５０カ所設置している都市公園に
ついて、多面的な機能を最大限発揮で
きるようストック効果向上に向けて、
ボール遊びのできる公園整備を含めた
公園のあり方について検討を行います。

継 続�認知症高齢者グループホーム整備促進事業補助、地域密着型サ
ービス等整備推進事業補助、介護施設等の開設準備経費等支援
事業補助

予 算 額 ２ 億３９５万 ８ 千円
　第 ８期介護保険事業計画に基づ
き、認知症高齢者グループホーム
と併設の看護小規模多機能型居宅
介護事業所の開設を予定している
事業者等に対して、施設整備に係
る経費の一部を補助します。

継 続�東村山都市計画道路 ３・４・１３号線及び ３・４・２１号線整備事業
予 算 額１０億３，８３９万 １ 千円

継 続�道路舗装補修工事等
予 算 額 ３ 億１，５０８万 ４ 千円

安心して快適にすごせるまち安心して快適にすごせるまち いきいきと健康に暮らせるまちいきいきと健康に暮らせるまち

継 続�発電量計測表示装置設置工事
予 算 額１３０万円
　再生可能エネルギーの利用と脱
炭素への関心を高めるため、本庁
舎での太陽光パネルなどを利用し
た非常用電源の整備に合わせて、
太陽光による発電量の表示装置を
設置します。

新 規�ナラ枯れ調査
予 算 額３５万 ７ 千円

市役所本庁舎屋上の太陽光パネル

自然と共生する環境にやさしいまち自然と共生する環境にやさしいまち

重点継続 �中学校へのICT機器配備
予 算 額１，４９２万円
　ICT教育推進のため、全市立中学校の全普通教室でプロジェクターお
よびスクリーンを使用できるよう環境整備します。

重点拡充不登校対策事業
予 算 額９６５万 ７ 千円
　市立学校に在籍する不登校児童・生徒の社会的自立を支援する「学習
適応教室（成美会館）」の分室を、わくわく健康プラザの一室に開設します。

子どもが豊かに成長できるまち子どもが豊かに成長できるまち
重点継続 �子育て応援アプリの導入
予 算 額７８万 １ 千円
　子育て情報メールの定期配信や母子健康手帳を補
完する機能を有するアプリを導入し、育児不安を招
かないよう妊娠期から子育て世帯を支援します。

基本構想実現のために
すべての基本目標それぞれに必要となる基本的な取り組みです。

重点継続書かない窓口の導入
予 算 額４，５１８万 ４ 千円
　 ６月より、市民課窓口で「書かない窓口」を
開始し、総合窓口化への第一歩を踏み出しま
す。

重点新規聴覚障害者等コミュニケーション支援ツールの導入
予 算 額３０万 ５ 千円
　聴覚での聞き取りが困難な方なども安心してご利用いただけるよう、
窓口に手話通訳者とのビデオ通話や音声を文字化して会話ができるアプ
リを備えた端末を設置します。

共に創るにぎわいあふれるまち共に創るにぎわいあふれるまち

新 規�ハウス栽培における温室
効果ガス排出削減事業

予 算 額５６２万 ５ 千円
　農業者が行うハウス栽培の温室
効果ガス削減に係る施設整備経費
の一部を助成します。

上の原東公園

新 規�スポーツセンターLED照明交換工
事実施設計

予 算 額２４４万 ２ 千円
　第一体育室とプールの照明をLED化する
ため、実施設計を行います。
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⃝�市のブランディング化を真剣に考えてほしい！
⃝�統廃合などを検討するときは、現状分析をしっか
り行ってほしい！
⃝�検討するときは、市民にも施設の情報をわかりや
すく見せてほしい！

⃝�市民の共感を得られるような動き
をしてほしい！
⃝�積極的に市民の意見を聞いてほし
い！
⃝市長との座談会を実施してほしい！

⃝�生き生きとしたものに変えてほしい！
⃝�どんどん集約すべき！
⃝�一から作らないで、今ある施設を快適に使えるようにしてほしい！
⃝�利用者に合わせてサッと仕様を変えたり、ラフに役割を変えられる施設
にしてほしい！
⃝�誰もが気軽に寄りやすい場所がほしい！
⃝�利用者ターゲットが中途半端な施設はいらないよ！
⃝�施設の数を増やさないで、 １つの施設に複数機能を持たせてみては？
⃝�通うのが楽しみになるような学校にしてほしい！
⃝�民間の施設や、小学校の空き教室を使用してみては？

⃝�魅力的な子育て支援機能がほしい！
⃝�運営を民間に委託しても、市独自のサービスを提供してほしい！
⃝�市内の屋内プールを活用すれば、天候にも左右されず、学校の管理負担
も軽くできないかな？
⃝�市立・直営の形にこだわらないで、どんどん民間のノウハウを取り入れ
てほしい！
⃝�将来に負担を残さないで！

これからの公共施設に求めること

この連載が始まってから、たくさんのご意見をいこの連載が始まってから、たくさんのご意見をい
ただきました。ご意見をお寄せくださった皆さま、ただきました。ご意見をお寄せくださった皆さま、
ありがとうございます！ありがとうございます！

皆さんのご意見をお聞かせください

　市民の皆さんとの対話の第一歩として、タ
ウンミーティングを開催します。タウンミー
ティングとは、市長と市民の皆さんが対話す
る場です。無作為に抽出する２,０００人の方に、
案内を送付します。届いた方は、ぜひご参加
ください。

将来に負担を残さないために、公共施設マネジメントは大切な取り組みです。
市では、これからも情報提供に努めながら、市民の皆さんと一緒に考えていきます。
専用アンケートフォーム（https://logoform.jp/form/985h/１０6797）から、皆さんのご意見をお聞かせください。
※ご意見への個別の対応はできかねますので、ご了承ください。

専
用
ア
ン
ケ
ー
ト

フ
ォ
ー
ム

市
n

公共施設マネジメントに関する情報は、市n（https://www.city.higashikurume.lg.jp/shisei/gyousaisei/1004653/index.html）でご覧になれます。

▼�優先的に検討する施設＝旧下
里小学校、生涯学習センター
▼�太陽光発電設備設置とともに
課題解決を進める施設＝わく
わく健康プラザ、スポーツセ
ンター

優先的に検討する施設等
　新たな付加価値として、
公共施設マネジメントの
推進にも寄与し、さまざ
まなポテンシャルが期待
できるPPAモデル導入の
検討を進めます。

ＰＰＡ（電力購入契約）モデル導入の検討

PPA
（電力購入契約）

自治体
（公共施設・遊休地等）

発電事業者
（PPA事業者）

電気利用料

太陽光発電設備
設置・運用・保守

※PPAモデルのイメージ

４ 月３０日㈰まで受付中！

これからの検討方法について

さいごに…
　「あなたとつくる　まちのミライ」は、本号で最終回となります。これまでご覧いただき、ありがとうございました。
　市は、現実から目を逸らさず、これからの5０年間を見据えた公共施設マネジメントに取り組んでいきます。削減一辺倒ではなく、
ワクワクするような新たな付加価値を加えた「未来志向の公共施設マネジメント」に向けて取り組んでいきます。

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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これからの公共施設についていっしょに考えよう

l行政経営課☎042・470・7704

vol.5 　このシリーズでは、「公共施設マネジメント」の取り組みにつ
いてお知らせしています。　
　第４回（２月１５日号）では、他自治体の先進事例などについ
てお知らせしました。
　最終回の今回は、令和５年度からの市の動きなどについてお
知らせします。

⃝�施設の使い方が分かりにくい…
⃝�施設に活気がない…
⃝�施設機能が充実していない…
⃝�老朽化が進んでいる…
⃝�魅力的な施設が少ない…

今の公共施設について

市民の皆さんのご意見

　市の公共施設の現状に対して、集約すべきなど、見直しを求める声がある一方で、施設を利用している方からの「施
設を無くさないでほしい」という声が大きくなり、複合化、多機能化や再編成などの公共施設マネジメントの取り組み
が進まないということが起こりがちです。しかし、施設の老朽化や時代の変化から、機能の見直しなどは必要な取り組
みです。一部の市民の皆さんにはご不便をおかけすることもありますが、よりよい市のミライをつくるため、ご理解と
ご協力をお願いいたします。
　市は、問題・課題をしっかりと分析し、市民の皆さんのご意見に耳を傾けるとともに、さまざまな可能性を検討しな
がら、公共施設マネジメントの取り組みを進めていきます。

今後の検討にあたって

　vol.１～ 4を通して、市の公共施設の現状や取り巻く課題などをお知らせしてきました。施設本来の機能が保てなくなったり、
市民サービスが低下したり、ニーズに合わない施設を維持することにならないよう、市は課題に合わせた対策を講じていく必要
があります。

これまでの内容

令和５年度の取り組み

タウンミーティングの開催

たくさんの市民の方がこれからの公共
施設に対していろんな意見を持ってい
てくれてとってもありがたいね！

いろんな意見はあるけど「よりよい市のいろんな意見はあるけど「よりよい市の
ミライをつくりたい！」という気持ちはミライをつくりたい！」という気持ちは
みんなおなじだよね！みんなおなじだよね！

一部抜粋して一部抜粋して
紹介するよ！紹介するよ！



新型コロナウイルス感染症相談窓口　〜まずは電話で相談を〜
新型コロナウイルスの感染が疑われる症状がある方の受診相談
※かかりつけ医がいる場合は、かかりつけ医に電話でご相談ください。
●�東京都発熱相談センター☎０３・５３２０・４５９２　☎０３・６２５８・５７８０
　同センター医療機関案内専用ダイヤル☎０３・５３２０・４３２７
　（いずれも２４時間、土曜・日曜日、祝日も受付）
●東京都多摩小平保健所☎０４２・４５０・３１１１
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前９時〜午後５時受付）

引き続き感染対策を意識し、人と人との距離の確保、手洗い・
咳エチケットなど、一人ひとりの感染防止対策の徹底にご協力
をお願いします。

最新の市の新型コロナウイルス関連情報は、
市nをご覧ください。

市
n

l市新型コロナワクチンコールセンター（市コールセンター）
　☎０４２・４２０・７１７７（土曜・日曜日、祝日を除く午前 ９時〜午後 ５時受付）
　o０４２・４７７・００３３（聴覚に障害がある方などの相談）
　※詳細は市nをご覧ください。 市n

新型コロナウイルス
ワクチン関連情報

　 ２回目・ ３回目・ ４回目の接種を １月１６日〜３１日に行った１２歳以上の方
への ３回目・ ４回目・ ５回目の接種券は ４月２１日㈮に発送予定です。
※接種券の到着まで １週間程度かかることがあります。
※�オミクロン株対応ワクチンは、同一期間中、 １人 １回のみ接種が可能で
す。接種が完了した方には次回の接種券は送付されません。

　１２歳以上の方を対象とする実施期間は ５月 ７日㈰までとなります。接種
を希望する方は早めの接種をご検討ください。

◆現行のオミクロン株対応のワクチン接種

◆現行のオミクロン株対応のワクチン接種の接種券発送

相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談 ５ 月は実施しません（次回は ６月 ９日㈮実施予定） 施設建設課
☎０４２・４７０・７７５６

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半〜

午後 ５時
母子・父子
自立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

身体障害者
相談 １２日㈮

午前１０時〜
正午

身体障害者相
談員 市役所 １階

相談室

前月末までに
障害福祉課
☎０４２・４７０・７７４７
o０４２・４７５・８１８１知的障害者

相談 １０日㈬ 知的障害者相
談員

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時〜
午後 ５時

さいわい福祉
センター
支援員

さいわい福祉
センター

さいわい福祉セン
ター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー

直接会場で
住宅増改築
相談 １１日㈭ 午前１０時〜

正午、午後 １
時〜 ４時

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所 １階
屋内ひろば

消費者相談 平日 消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 １０日㈬ 午前１０時〜
正午 行政相談委員 市役所 ２階

生活文化課
生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時〜

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

５ 月 の 無 料 相 談５ 月 の 無 料 相 談
相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

２ 日㈫

午前１０時から 弁護士
４月２５日㈫

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

１０日㈬
１７日㈬

５月１１日㈭
２４日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

２ 日㈫
午後 １時から 司法書士

４月２４日㈪
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

１０日㈬
午後 １時から

行政書士 ４月２７日㈭

税務相談（ ５人）
１７日㈬

税理士 ５月 ９日㈫
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護
委員 ５月１１日㈭

不動産取引相談
（ ５人） １１日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 ４月２５日㈫

交通事故相談（ ５人）

２４日㈬

弁護士

５月１８日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（ ４人）

８ 日㈪

午前１０時半〜
午後 ４時半

女性カウン
セラー

４月１９日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７２・００６１

１２日㈮
１５日㈪

５月 ２日㈫２２日㈪
２９日㈪

女性弁護士による法
律相談（ ４人） １２日㈮ 午前 ９時半〜

午後 ０時半 女性弁護士 ４月２１日㈮

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７
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　前回の接種を ２月２８日までに行った１２歳以上の方への接種券を下表の通り
発送予定です。

　市内医療機関による個別接種で実施します。なお、市の集団接種は実施し
ません。
対象者初回接種（ １・ ２回目接種）を終了した次の方▼６５歳以上の高齢者▼ ５
歳〜６４歳の基礎疾患をお持ちの方、その他重症化リスクが高いと医師が認め
る方▼医療機関や高齢者施設、障害者施設等の従事者
使用するワクチンファイザー社製オミクロン株対応 ２価ワクチン
接種実施時期 ５ 月 ８ 日㈪〜 ８月末

■令和 ５年春開始接種

■令和 ５年春開始接種の接種券発送

接種券の発送時期
回数 年齢 発送日

６回目

８０歳以上 ４月２６日㈬
７５歳〜７９歳 ４月２８日㈮
６５歳〜７４歳 ５月２日㈫
５９歳以下 ４月２８日㈮

３〜５回目 ６５歳以上 ５月２日㈫・１２日㈮
※令和５年春開始接種は、接種券の交付に手続きが必要な場合があります。詳細は市n
および広報５年４月１日号３面をご確認ください。なお、６４歳以下の方で交付依頼の申
請をいただいた方については、６回目の方は４月２８日㈮、３〜５回目の方は５月２日㈫
に発送予定です。
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール
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固
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わ
れ
、

５
年
度
は
原
則
と
し
て
３
年
度

の
価
格
を
据
え
置
き
ま
す
が
、

地
価
の
下
落
に
よ
り
据
え
置
く

こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
は
下

落
修
正
を
行
い
ま
す
。

　
５
年
度
に
お
い
て
も
税
負
担

の
公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら
、

個
々
の
土
地
の
価
格
に
対
す
る

前
年
度
課
税
標
準
額
の
割
合

（
負
担
水
準
）の
均
衡
化
を
図
る

調
整
措
置（
負
担
調
整
）が
継
続

さ
れ
ま
す
。

◎
家
屋
の
評
価
・
税
負
担

　
家
屋
に
つ
い
て
は
令
和
３
年

度
の
評
価
額
を
据
え
置
き
ま
す
。

ま
た
、
次
の
期
間
に
新
築
さ
れ
、

固
定
資
産
税
の
新
築
軽
減
が
適

用
さ
れ
て
い
た
家
屋
は
、
４
年

度
で
軽
減
の
適
用
が
終
了
と
な

り
、
本
来
の
税
額
に
戻
り
ま
す
。

対
象
家
屋
①
平
成
３１
年
１
月
２

日
～
令
和
２
年
１
月
１
日
に
建

築
さ
れ
た
一
般
住
宅（
次
の
②

以
外
の
家
屋
）②
平
成
２９
年
１

月
２
日
～
３０
年
１
月
１
日
に
建

築
さ
れ
た
３
階
建
て
以
上
の
中

高
層
耐
火
住
宅
な
ど

◎
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
納
税
通
知
書
を
５
月
１
日
㈪

に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期
の
納

期
限
は
５
月
３１
日
㈬
で
す
。

　
※
課
税
明
細
書
と
納
税
通
知

書
を
１
冊
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
共
有
物
件
の
納
税
通
知

書
は
、
代
表
者
以
外
の
共
有
者

に
も
送
付
し
て
い
ま
す（
支
払

い
用
の
納
付
書
は
代
表
者
の
み

に
送
付
）。

l
課
税
課
土
地
資
産
税
係
・
家

屋
資
産
税
係
☎
０４２
・
４
７
０
・

７
７
７
７（
内
線
２
３
３
８
・

２
３
３
９
・
２
３
４
１
～
２
３

４
４
）国

民
健
康
保
険 

柔
道
整
復
師
等 

施
術
状
況
の
確
認

　
市
で
は
、
医
療
費
適
正
化
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
被
保
険

者
が
国
民
健
康
保
険
を
使
っ
て

柔
道
整
復
師
や
鍼
灸
師
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
の
施
術
を
受
け
た
場

合
に
、
施
術
方
法
や
保
険
請
求

内
容
が
適
正
か
ど
う
か
の
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
術
内
容

の
確
認
を
文
書
で
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
負
傷
部
位
や

施
術
内
容
、
施
術
年
月
の
記
録
、

領
収
書
な
ど
は
保
管
し
て
い
た

だ
き
、
照
会
文
書
が
届
い
た
場

合
に
は
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

�

（
６
面
へ
続
く
）

市民課周辺の記載台とフロアソファ

　市民課では、 ６月より職員が来庁者から聞き取っ
た情報を専用システムに直接入力し必要書類を作成
する「書かない窓口」を導入し、住民票発行などの窓
口業務の改革・改善を図ります。導入により、来庁
者は住民異動や証明書請求に係る申請書を記入する
必要がなくなるため、書類記入の時間を大幅に削減
することができます。
　導入準備のため、 ５月に記載台の撤去を予定して
います。記載台撤去から ６月までの間、各種申請書
の作成はフロアソファなどにおかけいただきながら
記入をお願いすることになります。一時的にご不便
をおかけしますが、ご理解・ご協力のほどよろしく
お願いいたします。
l同課☎０４２・４７０・７７２２

「書かない窓口」導入のため
市民課周辺の記載台を撤去します

　市では、 ５年度も、新型コロナウイルス感染症対応地方創
生臨時交付金を活用し、長引く原油価格、物価高騰への対応
として、「マイナンバーカードを利用したコンビニ交付サービ
スによる各種証明書発行手数料の減額」、「保育所等給食食材
費補助」、「学校給食食材費補助」、「障害福祉サービス等事業者
及び介護サービス等事業者支援金交付」および「子どもの食の
確保緊急対応補助」についての事業を継続するとともに、「容
器包装プラスチック用指定収集袋の全戸配布」、「農業機器等
整備費補助」、「受験生チャレンジ支援給付金」、「TOKYO　
GLOBAL　GATEWAYでの体験学習の利用料補助」および
「下水道使用料の減免」も新たに追加し、市民
生活や市内事業者への支援に向けた取り組み
を実施します。
　詳細は市nをご覧ください。
l企画調整課☎０４２・４７０・７７０２

　低所得世帯の生活を支援するため、都から国産の米や
野菜などの食品と引き換えられるクーポンが対象世帯に
送られます。
e令和 ４年度住民税非課税世帯と家計急変世帯
　�※住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金「電力
・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金」の対象世帯。
k ４ 月末までに（予定）都から対象世帯へクーポンが順次
郵送されます。クーポンに同封されているはがき、また
はクーポンに記載された専用サイトから申し込むことで、
食品を受け取ることができます
l東京おこめクーポン事業コールセンター☎０３・５２４９・
３５５３

都から東京おこめクーポン都から東京おこめクーポン
が送られますが送られます

市民生活や事業者への支援について

市n

　口座振替は、ご指定の金融機関の口座から、納期限の日に自動的に期別分を引き落と
す制度です。ご自身で納付する手間が省け、納め忘れが無くなるなどの利点があります。
ぜひご利用ください。
■利用できる税(料)目
市民税・都民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動車税(種別割)（所有する
全ての車両が対象）、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料
■利用可能な金融機関
★西武信用金庫、★みずほ銀行、★三菱ＵＦＪ銀行、★三井住友銀行、★りそな銀行、
★埼玉りそな銀行、武蔵野銀行、★きらぼし銀行、★東和銀行、★西京信用金庫、東京
信用金庫、★青梅信用金庫、★多摩信用金庫、中央労働金庫、東京みらい農業協同組合、
東京都信連および東京都の各農協、★ゆうちょ銀行・郵便局

　市内金融機関で手続きができます。なお、★印の金融機関からの振替をご希望の場合
は、市役所（納税課・保険年金課・介護福祉課）で手続きも可能です。
h▼市内の金融機関＝預貯金通帳、通帳届出印、納税・納付通知書
　▼�市役所（納税課・保険年金課・介護福祉課）＝①口座振替しようとする口座のキャッ
シュカード（本人名義）②キャッシュカードの暗証番号③手続きに来られる方の本人
確認ができるもの（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）

　　※預貯金通帳の届出印は不要。
i口座振替をお申し込みいただいた日によって、振替の開始期は異なります。詳細はお
問い合わせください
■郵送申し込みも可能です
　市役所などで配布している「口座振替依頼書」に必要事項を記入のうえ、納税課宛てに
郵送していただければ市が手続きを代行します。市外の金融機関をご利用の方や多忙の
ため来庁できる時間がない場合などは、口座振替依頼書を郵送しますので、納税課管理
係までご連絡ください。

申し込みについて

市税（料）などの納付には
口座振替をご利用ください

l納税課管理係☎０４２・４７０・７７２９

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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（
５
面
か
ら
続
く
）

国
民
健
康
保
険 

傷
病
手
当
金

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
被
用
者
で
あ
る
方
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
り

患
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
働
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
に

お
い
て
、
傷
病
手
当
金
の
支
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
次
の
①
～
③
を
す
べ
て

満
た
す
方

　
①
東
久
留
米
市
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
②
雇
用
契
約
に

基
づ
い
て
定
期
的
に
給
与
等
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
被
保
険

者（
個
人
事
業
主
な
ど
は
対
象

外
）③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
、
ま
た
は
発
熱

な
ど
感
染
の
疑
い
に
よ
る
療
養

の
た
め
働
く
こ
と
が
で
き
ず
、

給
与
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
被
保
険
者

支
給
対
象
日
数
働
く
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し

て
３
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
働

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間

支
給
額
直
近
の
継
続
し
た
３
カ

月
間
の
給
与
収
入
の
合
計
額
を

就
労
日
数
で
除
し
た
金
額
×
３

分
の
２
×
支
給
対
象
日
数（
上

限
あ
り
）

　
※
給
与
等
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
、
支
給
額
の
調
整
や
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

適
用
期
間
２
年
１
月
１
日
～
５

年
５
月
７
日
の
間
に
り
患
し
、

療
養
の
た
め
働
く
こ
と
が
で
き

な
い
期
間（
た
だ
し
、
入
院
が

継
続
す
る
場
合
な
ど
は
最
長
１

年
６
月
ま
で
）

k
原
則
郵
送
で
の
申
請
で
す
。

申
請
書
類
が
必
要
な
方
に
は
、

書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
請
に
は
、
保
健
所
が
発
行
す

る
療
養
証
明
書
や
事
業
主
に
よ

る
勤
務
状
況
の
証
明
書
な
ど
が

必
要
で
す

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
３５

年
度
国
民
健
康
保
険
税 

（
国
保
税
）の
税
率
な
ど
が 

決
定
し
ま
し
た

　
東
久
留
米
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
が
５
年
第
１
回
市
議
会
定
例

会
で
可
決
し
ま
し
た
。
今
回
の

改
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
に
加
え

原
材
料
価
格
や
燃
料
費
の
高
騰

に
よ
る
物
価
上
昇
を
鑑
み
、
国

の
税
制
改
正
の
み
に
留
め
、
そ

の
他
の
税
率
な
ど
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
と
同
じ
も
の
と
し

て
据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
合

わ
せ
て
、
課
税
限
度
額
の
引
き

上
げ
と
低
所
得
者
に
係
る
保
険

税
の
軽
減
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
加
入
者
１
人
当
た

り
平
均
で
年
額
１
３
９
円
の
引

き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　
市
に
お
け
る
医
療
費
は
高
い

水
準
で
推
移
し
、
か
つ
、
都
へ

の
納
付
金
額
は
増
加
し
続
け
て

お
り
、
国
保
税
収
だ
け
で
は
追

い
付
か
な
い
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
い
て
い
ま
す
。
市
の
国
保

の
現
状
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
国
保
の
財
政
状
況

　
国
保
は
国
民
皆
保
険
制
度
の

「
最
後
の
と
り
で
」と
し
て
基
盤

的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

近
年
の
急
速
な
高
齢
化
の
進
展

や
低
所
得
者
の
増
加
、
医
療
費

水
準
の
高
騰
な
ど
の
要
因
で
国

保
財
政
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
平
成
３０
年
度
の
国

保
制
度
改
革
に
よ
り
都
が
と
も

に
保
険
者
と
な
り
、
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
国
保
財
政
は
安
定
化
に
向

け
た
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が

で
き
た
も
の
の
、
都
へ
の
１
人

当
た
り
の
納
付
金
額
に
つ
い
て

は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま

す
。（
左
図
参
照
）

　
本
来
は
公
費
に
よ
る
負
担
と

加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

く
国
保
税
に
よ
っ
て
国
保
制
度

の
運
営
に
必
要
な
費
用
を
賄
う

べ
き
で
す
が
、
所
得
に
対
す
る

税
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
、
課
税
す
べ
き

額
の
一
部
を
一
般
会
計
か
ら
の

赤
字
繰
り
入
れ（
３
年
度
決
算

で
は
３
億
８
０
０
０
万
円
）と

国
保
事
業
運
営
基
金（
貯
金
）の

取
り
崩
し
に
よ
り
補
っ
て
い
ま

す
。

◎
改
正
の
内
容

　
市
で
は
、
健
康
情
報
提
供
サ

ー
ビ
ス
Ｑ

ク

ピ

オ

Ｕ
Ｐ
ｉ
Ｏ
＋プ

ラ
ス

の
利
用

促
進
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
促
進
、
特
定
健
診
の
受

診
率
向
上
、
柔
道
整
復
な
ど
の

受
診
適
正
化
な
ど
を
通
じ
て
医

療
費
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
一
定
の
効
果
が
上
げ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
年

の
医
療
費
の
推
移
は
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
５
年
度
に
市
が
都
に

納
め
る
国
保
事
業
費
納
付
金
は

約
３７
億
６
０
０
０
万
円
に
上
り
、

国
保
財
政
の
収
支
な
ど
を
加
味

す
る
と
約
７
億
９
８
０
０
万
円

の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
社
会
経
済
情
勢
な
ど
を
鑑

み
、
国
保
事
業
運
営
基
金（
貯

金
）の
取
り
崩
し
額
を
増
や
す

こ
と
で
、
国
の
税
制
改
正
の
み

に
留
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た

（
左
表
参
照
）。

　
税
制
改
正
に
伴
う
改
正
と
し

て
は
、
課
税
限
度
額
を
見
直
し
、

後
期
高
齢
者
支
援
分
を
２０
万
円

か
ら
２２
万
円
に
引
き
上
げ
た
こ

と
に
よ
り
、
今
回
引
き
上
げ
が

見
送
ら
れ
た
医
療
分
・
介
護
分

を
合
わ
せ
た
課
税
限
度
額
は
１

０
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

所
得
に
応
じ
た
税
率
の
改
定
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
中
・
低
所

得
者
の
負
担
増
を
抑
制
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
軽
減

の
見
直
し
で
は
、
経
済
動
向
を

踏
ま
え
て
５
割
と
２
割
の
軽
減

判
定
所
得
を
３
年
ぶ
り
に
引
き

上
げ
ま
し
た
。
こ
の
見
直
し
に

よ
り
、
保
険
税
の
軽
減
が
受
け

ら
れ
る
所
得
の
範
囲
が
拡
大
し

ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
の
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
保
険
税
抑
制

分
と
し
て
の
約
４
億
５
５
０
０

万
円
を
含
む
約
５
億
８
９
０
０

万
円
の
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
繰
り
入
れ
お
よ
び
国
保
事
業

運
営
基
金（
貯
金
）か
ら
１
億
４

５
０
０
万
円
の
投
入
を
行
い
、

財
源
不
足
の
補
て
ん
を
行
い
ま

し
た
。

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
保
険
料
の
軽
減
特
例

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
以
下
、「
保
険
料
」）は
、
一
定

の
金
額
を
負
担
す
る「
均
等
割

額
」と
前
年
の
所
得
に
応
じ
て

負
担
す
る「
所
得
割
額
」を
合
計

し
た
額
を
被
保
険
者
一
人
ひ
と

り
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で

す（
下
図
参
照
）。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
は
、
次
の
通
り
保

険
料
の
軽
減
措
置
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

均
等
割
額
の
軽
減
同
じ
世
帯
の

被
保
険
者
全
員
と
世
帯
主
の
総

所
得
金
額
等
を
合
計
し
た
額
を

も
と
に
均
等
割
額
を
軽
減
し
ま

す
。
制
度
改
正
に
伴
い
、
５
年

度
の
軽
減
判
定
基
準
が
見
直
し

さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
均
等

割
５
割
・
２
割
軽
減
判
定
基
準

の
う
ち
、「
被
保
険
者
数
に
乗
ず

る
金
額
」が
５
割
軽
減
は
２９
万

円
、
２
割
軽
減
は
５３
万
５
千
円

に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
が
り
ま
す

（
左
表
１
参
照
）

所
得
割
額
の
軽
減
所
得
が
基
準

額
を
超
え
な
い
被
保
険
者
は
、

所
得
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

（
左
表
２
参
照
）

被
扶
養
者
軽
減
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
対
象
に
な
っ
た
日
の

前
日
ま
で
会
社
の
健
康
保
険

（
国
保
・
国
保
組
合
を
除
く
）な

ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
均

等
割
額
は
、
加
入
か
ら
２
年
を

経
過
す
る
月
ま
で
５
割
軽
減
、

所
得
割
額
は
当
面
の
間
か
か
り

ま
せ
ん（
左
表
３
参
照
）。
な
お
、

低
所
得
に
よ
る
均
等
割
額
の
軽

減（
左
表
１
参
照
）に
該
当
す
る

場
合
は
、
軽
減
割
合
の
高
い
方

が
優
先
さ
れ
ま
す

l
▼
制
度
に
つ
い
て
＝
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問
い
合

わ
せ
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・

０
８
６
・
５
１
９（
Ｉ
Ｐ
電
話

の
方
は
☎
０３
・
３
２
２
２
・
４

４
９
６
、
い
ず
れ
も
平
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
）、
o
０

５
７
０
・
０
８
６
・
０
７
５
、

ま
た
は
同
連
合
n「
東
京
い
き

い
き
ネ
ッ
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ

い
▼
個
別
の
相
談
＝
市
保
険
年

金
課
高
齢
者
医
療
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
８
４
６

東京いきいき
ネット

表　税率等改定表
項目 年度 所得割率 均等割額 課税限度額

医療分 ４ ５．５２％ ３万４，７００円 ６５万円５

後期高齢者支援分 ４ ２．１５％ １万２，９００円 ２０万円
５ ２２万円

介護分 ４ １．８８％ １万４，４００円 １７万円５

17万円

18万円

19万円

20万円

21万円

5年度4年度3年度令和2年度

図　1人当たり納付金額の推移

※東京都資料から作成。
※医療・後期・介護ごとに算出し、合算した金額。

176,127円
179,710円

189,368円

203,623円

図　５年度の年間保険料額の算出式

＝+
均等割額

被保険者 １人当たり
４６，４００円

年間保険料額
１００円未満切り捨て
（賦課限度額６６万円）

所得割額
賦課のもととなる所得金額（※）

×所得割率９．４９％

※�「賦課のもととなる所得金額」とは、前年の総所得金額や山林所得金額ならびに株式・長期（短期）譲
渡所得金額などの合計から地方税法に定める基礎控除額（合計所得金額が２，４００万円以下の場合は
４３万円）を控除した額です（雑損失の繰越控除額は控除しません）。

表１　均等割額の軽減

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯 軽減割合

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－１）×１０万円以下 ７割

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－１）×１０万円
� ＋（２９万円×被保険者の数）以下 ５割

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－１）×１０万円
� ＋（５３万５千円×被保険者の数）以下 ２割

※�６５歳以上（令和５年１月１日時点）の方の公的年金所得については、その所得からさ
らに１５万円（高齢者特別控除額）を差し引いた額で判定します。

　�世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減を判定する対象となります。
　�世帯の判定は毎年度４月１日時点（年度の途中に東京都で資格取得した方は資格取得
時）で行います。

　�年金または給与所得者の合計数とは、同じ世帯にいる「公的年金等収入が６５歳未満の
方は６０万円、６５歳以上の方は１２５万円を超える」または「給与収入が５５万円を超え
る」被保険者および世帯主の合計人数です。合計人数が２人以上の場合に適用します。

表２　所得割額の軽減（東京都後期高齢者医療広域連合独自の軽減）
賦課のもととなる所得金額 軽減割合

１５万円以下 ５０％

２０万円以下 ２５％

表３　被扶養者だった方の軽減
加入から２年を
経過する月まで 加入から２年経過後

均等割額 ５割軽減 軽減なし

所得割額 負担なし
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

市民生活



　市では、 ５年度から今後の市内の公園のあり方を検討する事業を実施
します。 ５年度は、「子ども・子育て世代の視点から竹林公園をより映え
させるワークショップ」を開催します。
　第 １回ワークショップとして、竹林公園を知ってもらうためのたけの
こ掘り体験を実施します。
a ５ 月 ７ 日㈰午前１０時〜正午
b竹林公園
e小学校 ３年生〜 ６年生と保護者
f先着１５組（ １組当たり保護者 １人、児童 ３人まで）
h飲み物、軍手、移植ごて、タオル、運動靴などの動きやすい服装
i▼竹林公園には駐車場がありませんので、自転車や徒歩でご来場くだ
さい▼原則として、 ７月３０日㈰、 ８月２７日㈰、１０月２２日
㈰いずれも午前１０時〜１１時半に子どもセンターひばりに
て開催予定の「子ども・子育て世代の視点から竹林公園
をより映えさせるワークショップ」への参加をお願いし
ます
k ４ 月１７日㈪〜２１日㈮に専用フォームから申し込みを
l環境政策課緑と公園係☎０４２・４７０・７７５３

住
環
境

家
族
で
災
害
時
の
行
動
に 

つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
春
を
迎
え
新
学
期
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

年
齢
・
学
年
に
応
じ
た
防
火
防

災
を
学
び
、
行
動
力
を
身
に
付

け
て
い
き
ま
す
。
ご
家
庭
で
も

防
火
防
災
に
つ
い
て
一
緒
に
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

成
長
に
応
じ
て
身
に
付
け
て
も

ら
い
た
い
こ
と
▼
幼
児
＝
災
害

時
に
身
を
守
る
動
作
が
で
き
る

▼
小
学
生
＝
身
の
安
全
の
確
保
、

初
期
消
火
、
応
急
手
当
が
で
き

る
▼
中
学
生
＝
基
本
的
な
防
災

行
動
力
を
身
に
付
け
、
地
域
防

災
の
担
い
手
に
な
る
▼
高
校
生

＝
災
害
時
に
自
分
で
判
断
し
て

初
期
消
火
や
応
急
手
当
を
行
い
、

防
火
防
災
に
お
い
て
社
会
に
貢

献
で
き
る
▼
大
学
生
＝
災
害
時

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

通
し
て
社
会
に
貢
献
し
、
幼
児

な
ど
に
安
全
教
育
を
行
う
こ
と

が
で
き
る

　
東
久
留
米
消
防
署
で
は
、
成

長
に
応
じ
た
防
災
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
家
族
で
防
災
訓
練

な
ど
に
参
加
し
て
地
域
ぐ
る
み

で
防
災
行
動
力
を
高
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

l
東
久
留
米
消
防
署
防
災
安
全

係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１
１
９

（
内
線
３
２
２
）お

知
ら
せ

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
す

　
市
が
実
施
し
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

成
果
や
実
績
な
ど
を
把
握
す
る

た
め
、「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」を
実
施
し
ま
す
。
市
内
在

住
の
１８
歳
以
上
の
方
の
中
か
ら

２
０
０
０
人
を
無
作
為
に
抽
出

し
、
４
月
下
旬（
予
定
）に
調
査

票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
届
い

た
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ま
た
は
郵
送
か
ら
可
能
で
す
。

j
調
査
結
果
は
市
n
な
ど
で
公

表
し
ま
す

l
行
政
経
営
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
０
４

ま
ろ
に
え
祭
り 

出
店
・
出
演
者
募
集

　
東
日
本
大
震
災
後
、
毎
年
行

っ
て
い
る
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ

ィ
イ
ベ
ン
ト「
ま
ろ
に
え
祭
り
」

で
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
全

館
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
、

売
上
の
一
部
を
義
援
金
と
し
て

被
災
地
へ
寄
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
だ

さ
る
出
店
・
出
演
希
望
の
方
を

募
集
し
ま
す
。

a
７
月
２３
日
㈰
午
前
１０
時
～
午

後
３
時（
予
定
）

b
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

g
入
場
料
無
料
。
物
品
販
売
価

格
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
費
用
は
当

日
各
ブ
ー
ス
に
て
表
示

募
集
部
門
①
一
般
出
店（
物
販

・
飲
食
）②
子
ど
も
向
け
出
店

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
遊
び
ブ

ー
ス
な
ど
）③
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス（
出
演
）

出
店
・
出
演
参
加
資
格
市
内
、

ま
た
は
市
近
郊
で
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
・
個
人
・
商
店
・

企
業
な
ど

参
加
希
望
者
向
け
事
前
説
明
会

５
月
７
日
㈰
午
前
１０
時
か
ら
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
学
習
室
１

・
２
で

j
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布

す
る
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ

さ
い（
同
セ
ン
タ
ー
n
か
ら
も

閲
覧
可
）

k
５
月
７
日
㈰
～
２１
日
㈰
に

（
必
着
）、
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
〒
２０３

−

０
０

５
４
、
中
央
町
２

−

６

−

２３
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宛
て
郵
送
、

o（
０４２
・
４
７
３
・
７
６
７
５
）

ま
た
は
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
３

・
７
８
１
１

同センターn

男
女
共
同
参
画
に 

関
す
る
出
前
講
座

　
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に「
男
女

共
同
参
画
」に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
、
学
習
会
や
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
す
る「
出
前
講
座
」

を
実
施
し
ま
す
。

講
座
テ
ー
マ
①「
男
女
共
同
参

画
っ
て
何
？
」②「
防
災
と
男
女

共
同
参
画
」③「
女
性
と
子
ど
も

を
暴
力
か
ら
守
る
」④「
ワ
ー
ク

・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

e
参
加
者
１０
人
以
上
で
、
６
年

２
月
２９
日
㈭
ま
で
に
開
催
す
る

も
の（
先
着
順
。
１
グ
ル
ー
プ

１
回
ま
で
）

j
５
講
座
程
度
を
予
定
。
詳
細

は
市
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い

k
７
月
３１
日
㈪
ま
で
に
直
接
同

セ
ン
タ
ー
へ

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
２

・
０
０
６
１
、
m（fifty２@

city.higashikurum
e.

lg.jp

）

市n

（
８
面
へ
続
く
）

ワークショップ「たけのこ掘り体験」ワークショップ「たけのこ掘り体験」

専用フォーム

竹林公園

「空き家バンク」を開設しました
　市内の空き家の流通や利活用を促進し、管理されていない空き家の発生
を予防することで、良好な住環境の維持・向上を図るため、空き家をお持
ちの方と、利活用を希望される方とをつなぐ仕組み「東久留米市空き家バ
ンク」を開設しました。
　所有する空き家を貸したい・売りたい方は、当該物件をこの「東久留米
市空き家バンク」にご登録ください。市はその情報を市nおよび「全国版空
き家バンク」に掲載し、広く一般に提供します。また、空き家を借りたい
・買いたい方は、「東久留米市空き家バンク」でご希望に沿う物件を探すこ
とができます。
　空き家をお持ちの方、また空き家をお探しの方も、ぜひ「東久留米市空
き家バンク」をご利用ください。
j調査・交渉・契約の媒介は、市と協定を結んでいる東京都宅地建物取引
業協会北多摩支部・第１１ブロックや、全日本不動産協会東京都本部多摩北
支部に所属する宅地建物取引業者が行います
kl環境政策課生活環境係☎０４２・４７０・７７５３ 市n

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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（
７
面
か
ら
続
く
）

第
５１
回
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ 

く
る
め
実
行
委
員
募
集

　
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く
る
め

（
消
費
生
活
展
）は
、
く
ら
し
の

中
の
契
約
や
安
全
・
環
境
・
食

・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
ど
、
消

費
生
活
を
考
え
消
費
者
意
識
の

向
上
を
図
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
実

行
委
員
会
と
市
の
共
催
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
会
で

は
、
消
費
生
活
に
関
心
の
あ
る

個
人
・
団
体
・
事
業
者
の
方
を

募
集
し
、
テ
ー
マ
や
内
容
、
Ｐ

Ｒ
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、

イ
ベ
ン
ト
運
営
を
担
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

消
費
生
活
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
実
行
委
員
と
し

て
一
緒
に
活
動
を
し
ま
せ
ん
か
。

j
第
１
回
実
行
委
員
会
は
５
月

中
旬
を
予
定
。
会
議
は
毎
月
１

回
２
時
間
程
度

k
５
月
１
日
㈪
ま
で
に（
必
着
）、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
所

属
団
体
名
・
活
動
内
容
ま
た
は

く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
く
る
め
で
企

画
し
た
い
こ
と
を
記
入
の
上
、

〒
２０３

−

８
５
５
５
、
市
役
所
生

活
文
化
課
市
民
協
働
係
宛
て
郵

送
ま
た
は
o（
０４２
・
４
７
２
・

１
１
３
１
）で
送
信
を

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
８く

る
く
る
チ
ャ
ン
ネ
ル 

案
内
所

　

東
久
留
米
の
情
報
サ
イ
ト

「
く
る
く
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
」は
市

内
情
報
満
載
の
サ
イ
ト
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
サ
イ
ト
を
見
や
す
く
改

良
す
る
た
め
、
ま
た
、
サ
イ
ト

へ
登
録
し
た
い
団
体
の
受
け
付

け
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
、
チ
ラ

シ
の
配
布
方
法
な
ど
を
相
談
で

き
る
場
と
し
て
、「
く
る
く
る
チ

ャ
ン
ネ
ル
案
内
所
」を
開
設
し

て
い
ま
す
。

a
毎
月
第
３
木
曜
日
午
前
１０
時

～
１１
時
４５
分

b
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

j
詳
細
は
く
る
く
る
チ
ャ
ン
ネ

ル
n
を
ご
覧
く
だ
さ
い

l
東
久
留
米
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ト
運
営
委
員
会
事
務
局
m

（kuru-chan@
jcom

.zaq.
ne.jp

）ま
た
は
生
活
文
化
課

市
民
協
働
係
☎
０４２
・
４
７
０
・

７
７
３
８ 市民農園利用者募集市民農園利用者募集

　区画に空きがある市民農園の利用者を募集します。定員に達して
いる農園は補欠で受け付けします。
　市nおよび産業政策課窓口（市役所 ６ 階）で配布している「市民農
園利用心得」を必ずお読みいただき、内容をよく理解の上、申し込
みをお願いします。既に利用が決定している方は申し込みできませ
ん。先着順で受け付けします。詳細は市nをご確認ください。
募集農園小山農園・神宝農園
申込方法 ４ 月１７日㈪午前 ８時半から、市nまたは産
業政策課窓口で配布している申込書に必要事項を記
入の上、〒２０３−８５５５、市役所産業政策課農政係宛
て郵送、または開庁時（正午〜午後 １時を除く）に同
課へ持参を
l同係☎０４２・４７０・７７４３

市n

市民農園

くるくる 
チャンネルn

二十歳（はたち）の二十歳（はたち）の
つどいについてつどいについて

　２０歳になった皆さんの新しい門出を祝福するため、　２０歳になった皆さんの新しい門出を祝福するため、
来年 １月に「二十歳（はたち）のつどい」を開催します。来年 １月に「二十歳（はたち）のつどい」を開催します。
民法改正により成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げ民法改正により成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げ
られましたが、市では今まで通り２０歳の方を対象とられましたが、市では今まで通り２０歳の方を対象と
します。します。
aa ６ 年 １ 月 ８ 日６ 年 １ 月 ８ 日 ▼ １回目＝▼ １回目＝午前１０時半から午前１０時半から▼ ２回目＝▼ ２回目＝午後 １午後 １
時半から時半から
bb生涯学習センター生涯学習センター
ee平成１５年 ４ 月 ２ 日～１６年 ４ 月 １ 日に生まれた方平成１５年 ４ 月 ２ 日～１６年 ４ 月 １ 日に生まれた方
▼�１ 回目＝▼�１ 回目＝久留米・西・南中学校の学区域にお住まいの方久留米・西・南中学校の学区域にお住まいの方
▼▼��２ 回目＝２回目＝東・大門・下里・中東・大門・下里・中
央中学校の学区域にお住まい央中学校の学区域にお住まい
の方の方

ll市文化協会☎０４２・４７７・４７００市文化協会☎０４２・４７７・４７００
または生涯学習課生涯学習係☎または生涯学習課生涯学習係☎
０４２・４７０・７７８４０４２・４７０・７７８４

市n

援農ボランティアを
募集します

　都市農業への理解を深めていただくとともに、農家さんが営農を継
続できるよう、援農ボランティアを募集します。この援農ボランティ
ア養成事業では、農業に関する講義や視察、農家での実習を受けてい
ただいてから、ボランティアを行えるので初心者の方でも安心してご
参加いただけます。説明会を開催しますので、市nなどで内容をご確
認の上、ご応募ください。
a ５ 月１７日㈬午前１０時～正午
b市役所 ７階７０３会議室
c事業説明、実習受け入れ農家との顔合わせ
e１８歳～７５歳で健康な方
i▼ボランティア活動ですので、賃金や交通費、弁当代などの報酬の
支給はありません。無償での活動であることをご理解いただいた上で
ご応募ください▼活動中の万一の傷害に備え、各自保険に加入してく
ださい
k ５ 月１０日㈬までに（必着）、市nまたは産業政策課窓口（市役所 ６階）
で配布している「説明会出席申込書」に必要事項を記入
の上、〒２０３−８５５５、市役所産業政策課宛て郵送、m
（sangyoseisaku@city.higashikurume.lg.jp）または
開庁時（正午～午後 １時を除く）に同課へ持参を
l同課農政係☎０４２・４７０・７７４３ 市n

小山茶園サポーターズ
クラブメンバー募集

　「小山茶園」は、東久留米市の北部小山地域に広がる「小山緑地保
全地域」の一角にあるお茶畑です。同クラブは、お茶と自然を愛す
る市民のボランティアで、お茶の木の管理作業をし、毎年おいしい
お茶を作って、市内のイベント時に活用したり、消費者啓発活動を
行ったりしています。今年もメンバーを募集しますので、興味のあ
る方はぜひご入会ください。
a ３ 月～１０月の毎月第 ２・第 ４土曜日午前 ９時半～１１時頃
b小山緑地保全地域内茶畑（小山 １−１６）
k電話で生活文化課へ（随時受け付け）
l同課市民協働係☎０４２・４７０・７７３８

小山茶園
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職
員
募
集

５
年
度
小
学
校
給
食
調

理
員（
会
計
年
度
任
用
職

員
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

任
用
期
間
任
用
し
た
日
～
６
年

３
月
３１
日

勤
務
時
間
原
則
勤
務
校
の
給
食

実
施
日
の
午
前
９
時
～
午
後
３

時
半（
昼
休
憩
６０
分
含
む
）

　
※
有
給
休
暇（
任
用
開
始
か

ら
６
カ
月
以
降
）、
そ
の
他
市

規
則
に
基
づ
く
各
種
休
暇
あ
り

（
勤
務
日
数
・
勤
務
時
間
に
よ

る
）。

勤
務
内
容
小
学
校
給
食
の
調
理

補
助

勤
務
場
所
第
十
小
学
校
、
神
宝

小
学
校

募
集
人
数
若
干
名

報
酬
な
ど
時
給
１
１
０
１
円

（
別
途
通
勤
手
当
、
期
末
手
当

な
ど
の
支
給
は
市
の
規
定
に
よ

る
）

j
被
服
貸
与
・
細
菌
検
査
あ
り

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

貼
付
）

k
応
募
書
類
を
〒
２０３

−

８
５
５

５
、
市
役
所
６
階
学
務
課
宛
て

郵
送
、
ま
た
は
直
接
同
課
へ
持

参
を
。
書
類
選
考
後
、
条
件
が

合
え
ば
面
接
の
上
決
定
。
応
募

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

l
同
課
保
健
給
食
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
７
９

官
公
署

　
な
ど

青
い
鳥
郵
便
葉
書
を 

無
償
配
布
し
ま
す

　
日
本
郵
便
株
式
会
社
で
は
、

身
体
障
害
者
お
よ
び
知
的
障
害

者
の
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
重
度
の
身
体
障
害
者
ま
た

は
重
度
の
知
的
障
害
者
で
希
望

す
る
方
に
、
通
常
郵
便
は
が
き

２０
枚
を
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
入
れ
て

お
送
り
し
ま
す
。

e
重
度
の
身
体
障
害
者（
１
級

ま
た
は
２
級
の
方
）、
重
度
の

知
的
障
害
者（
療
育
手
帳
に

「
Ａ
」ま
た
は
１
度
、
２
度
と
表

記
さ
れ
て
い
る
方
）

k
５
月
３１
日
㈬
ま
で
に
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

を
郵
便
局
窓
口
で
提
示
し
、
所

定
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
代
理
の
方
の
提
出
、
郵

送
で
の
提
出
も
で
き
ま
す
。
郵

送
提
出
の
場
合
は
手
帳
の
写
し

の
同
封
が
必
要
で
す

l
日
本
郵
便
株
式
会
社
東
久
留

米
郵
便
局
☎
０
５
７
０
・
９
４

３
・
１
０
９

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
電
子
納
税

が
大
変
便
利
で
す

　
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム

で
の
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
電
子
納
税
が

大
変
便
利
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
な
ど
で
の
納
税
に
加
え
て
、

事
前
に
登
録
し
た
口
座
か
ら
引

き
落
と
し
が
で
き
る
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

全
国
の
自
治
体
に
一
括
で
納
税

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
詳
細
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
n
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

l
立
川
都
税
事
務
所
☎
０４２
・
５

２
３
・
３
１
７
１

eLTAXn

都
税
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

決
済
ア
プ
リ
で 

納
付
で
き
ま
す

　
都
税
の
納
付
に
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ア
プ
リ
内
で
納

付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
だ
け
で
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
納
付
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、

都
主
税
局
n
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

l
立
川
都
税
事
務
所
☎
０４２
・
５

２
３
・
３
１
７
１

都主税局n

市 民 伝 言 板
会員募 集

◆東久留米ペン習字会＝a第 １・第 ３月
曜と水曜日午前１０時〜正午他b生涯学習
センターg入会金３００円、会費月２,６9０円
他j午後の場合もあり。つけペンとボー
ルペン。初級から上級までl河端☎０4２
・475・8455
◆カラオケ（ひまわりクラブ）＝a月 ２回。
水曜日午前１０時〜正午b東部地域センタ
ーg入会金１,０００円、会費月２,０００円jプ
ロの作曲家先生が歌の基礎から親切丁寧
に指導。初心者歓迎見学可l荒川☎０4２
・477・4３１8
◆唱歌合唱（合唱団もみじ）＝a毎週水曜
日午前１０時〜正午b東部地域センターg
入会金２,０００円、会費月３,０００円j楽譜が
読めなくても大歓迎です。一緒に楽しく
歌いましょうl榎本☎０4２・47１・２9３６
◆東久留米スポーツウエルネス吹矢協会
＝a月 4回。金曜日午前 9時〜１１時bス
ポーツセンターg入会金１,０００円、会費
１ 回２００円jスポーツウエルネス吹矢式
呼吸法で健康な身体と集中力を作ろうl
土屋☎０9０・３３１4・０9０２

催 し
◆第37回春の美術展（東久留米美術連合
会）＝a 4 月２６日㈬〜３０日㈰午前１０時〜
午後 5時b生涯学習センター ２階j市内
で活動する美術家と美術研究グループの
日頃の成果を発表しますl川口☎０4２・
47１・99２8
◆第 ４ 回フードパントリーｉｎ東久留米
市民プラザ（東久留米フードパントリー
ひよこ実行委員会）＝a 5 月 4 日 午
後 １ 時〜 ３ 時b市民プラザホール（市役
所 １ 階）j食品などの無料配布および相
談・子どもコーナーの実施。予約は 4月
２３日㈰までl古

ふる

谷
たに

☎０8０・２００7・３558（午
後 7時以降）
◆ミュージックサロン風

ふう

花
か

オープニング
イベント（かざぐるま）＝a 5 月２5日㈭Ⅰ
部＝午前１０時半から、Ⅱ部＝午後 １時か
らbミュージックサロン風花（新川町 １
ー ３ー１7）jⅠ部は音のある紙芝居とわ
らべ歌遊び。Ⅱ部は童謡と昭和歌謡を歌
う会l小川☎０9０・３54２・６６６5

榛名地域契約宿泊施設

施設名 電話番号 部屋数
（収容人数） 備考

榛名湖温泉ゆうすげ元
もと
湯
ゆ

０２７・３７４・９２１１

２６室（９６人）

天然温泉

コテージ ５棟（４０人）

旅館高
こう
原
げん

０２７・３７４・９１０７ ９室（５０人） 団体料金あり

セゾン・ド・はるな ０２７・３７４・９６１１ １２室（５８人）

榛名地域宿泊助成制度

　市では、榛名湖周辺の宿泊施設と契約を結び、利用料金の
一部を助成しています。
e市内在住で ６歳以上の方
助成金額１,０００円（予算の範囲内で １年度につき １人 １泊を限
度に助成）
j利用料金は、各施設に直接お問い合わせください
k利用の際は「宿泊施設利用券」が必要です。利用券の交付は、
下表の宿泊施設に直接予約した上で、生活文化課（市役所 ２
階）へ申請してください
l同課☎０4２・47０・77３8

行政情報アプリ「マチイロ」
でも「広報ひがしくるめ」を

ご覧になれます
　スマートフォンなどで同アプリを取得して「お住ま
いの地域」で「東京都東久留米市」を登録の上、ご利用
ください。
i通信料は利用者の負担になります
l秘書広報課広報係☎０4２・47０・77０8

マチイロ

榛
名
湖
と
榛
名
山

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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官公署など職員募集


